
善したものです．入力換算雑音電圧が小さいため，

PLL回路のループ・フィルタによく使われているよ

うです．

OP27GSは，OP27EPのランクおよびパッケージ違

いです．

OPA27Uは，テキサス・インスツルメンツ社の

OP27型OPアンプです．

AD8610BRは，JFET入力の低オフセットOPアン

プです．バイアス電流がとても小さいうえに，GBW

は25 MHztyp.と比較的大きいOPアンプです．

AD8628ARは，チョッパ周波数15 kHzのチョッパ

型OPアンプです．チョッパ型だけあってとても低ド

リフトです．雑音もチョッパ型のわりには小さくなっ

ています．

OPA334は，チョッパ周波数10 kHzのCMOSチョ

ッパ型OPアンプです．CMOSだけあって，消費電流

が285μAtyp.ととても小さくなっています．

低オフセットOPアンプの主な用途は，高精度直流

回路です．そのような回路では，周波数特性やひずみ

といった交流性能ではなく，ゲイン誤差やオフセット

電圧，温度ドリフトなどの直流精度が重要です．そこ

で，今回はOPアンプの性能のうち，精度に関係する

ものを中心に調べてみます．

● オープン・ループ・ゲインと位相特性

図2－1に，オープン・ループ時，つまり無帰還時の

ゲインと位相特性を評価する回路を示します．この評

価回路は，稿末の文献（1）で紹介されていたものです．

オープン・ループ・ゲインと位相特性を調べると，

発振に対する安定度の指標である位相余裕を知ること

ができます．位相余裕は，できれば60°くらいは欲し

いところです．最低でも45°は必要です．

位相余裕が小さいと，容量負荷によって発振しやす

くなります．オープン・ループ・ゲインを測定しない

で使うことも多いのですが，発振などのトラブルに見

評価項目とその方法

前回は，低オフセットOPアンプの使い方を紹介し

ました．使い方がわかると，今度は，実際にどんな

OPアンプがあるのか，そしてその性能はどの程度な

のかが気になります．

そこで今回は，現在市販されている低オフセット

OPアンプの性能を調べてみます．オープン・ルー

プ・ゲインや位相特性，オフセット電圧などを測定し

ます．

評価するOPアンプは前回（2004年1月号）紹介した

とおり8種類あり，定番品から最新のものまでさまざ

まです．

OP07CPは，元祖，低オフセットOPアンプです．

OP177FPは，OP07CPの直流性能を改善したもの

です．

OP27EPは，OP07CPの交流性能（GBWなど）を改
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〈図2－1〉オープン・ループ・ゲインと位相の周波数特性を測定

するシステム
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舞われたときは，確認してみると良いでしょう．

評価回路は微分回路なので，OPアンプによっては

発振することがあります．実際，今回評価するOPア

ンプの一つ（OPA334）が発振したため，10μFのコン

デンサをつけずに測定しました．このコンデンサがな

いと低域の特性を測定できません．低域から特性が見

たい場合は，10μFに直列に0.1～1Ω程度の抵抗を

入れると良いでしょう．

なお，OPアンプを無帰還で動作させると，オフセ

ット電圧によって出力が飽和するので，何も測定する

ことができません．出力が飽和したときの出力電圧値

は，OPアンプの最大出力電圧によって決まります．

レール・ツー・レールOPアンプでは，ほぼ電源電圧

に等しい値になります．

● 入力オフセット電圧

図2－2に入力オフセット電圧の評価回路を示します．
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〈図2－2〉入力オフセット電圧の測定システム
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〈図2－3〉OPアンプの入力換算雑音電圧の測定システム
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